新聞記事原文―１回目　（２００５年８月２７日　毎日、読売、朝日、奈良、NHK）
［わいせつ牧師敗訴確定・・高裁勝訴の女性に賠償・・・大和高田のキリスト教会］　　　　　　　
少女時代に数年にわたってわいせつな行為をされたとして、奈良県の日本聖公会高田基督教会にいた司祭（５７）がこの女性から損害賠償訴　訟を起こされ、大阪高裁で請求通り慰謝料５００万円の支払いを命じる判決を受けていたことが２６日分かった。牧師の上告は棄却され判決は確定。女性は性的虐待が原因でPTSDになったと訴えていた。高裁判決によると、牧師は８３年、この女性が小学４年から中学２年生まで英語の家庭教師を務め、その時「誰にも言ってはいけないよ」等と言って、京都市の聖光教会に転任する８８年３月まで、たびたび体を触るなどわいせつな行為を繰り返していた。女性はその後２５歳の時、性的虐待の報道を見たのをきっかけに、「自分は牧師の性欲のはけ口にされていたのだ」と気づき、不眠や幻覚に悩むようになり、９９年にPTSDと診断された。２００４年９月の奈良地裁の判決は「被害時期や状況にあいまいな点が多い」　と請求を棄却したが、大阪高裁は２００５年３月「被害供述は具体的かつ詳細で迫真性がある」と原告の逆転勝訴判決を言い渡した。牧師は現在金沢市の聖ヨハネ教会の主任司祭であり、京都教区総務局長の三浦司祭は「本人は事実無根を主張、高裁判決に強い憤りを感じる。強く抗議する」と発表している。　

新聞記事-２回目　　（２００５年１２月１０日、毎日、読売、朝日、奈良、NHK等）　

　［家庭教師の牧師が性的虐待・・・・被害女性ほかに４人も！］　　　　　　　　　　　　　　

奈良県大和高田市の日本聖公会高田基督教会に勤務、少女時代の同県の女性（３３）に性的虐待をしたとして、７月最高裁で５００万円の慰謝料支払いを命じられた元牧師（５７）が、別の女性４人にも性的な虐待を加えていたとみられることが９日元牧師が所属する京都教区の高地主教が明らかにした。 同教区によると、８月に高裁判決が報道された後、奈良県に住む３０代の女性が次々と中学時代に被害に遭ったと名乗り出た。元牧師は家庭教師にかこつけ、教会内で女性らの服を脱がし、体に触るなどしていたという。　同教区は最高裁判決後も元牧師の事実無根の主張を支持していたが、他の女性が名乗り出たことで一連の事実を認め、女性らに謝罪、元牧師の信徒としての活動を禁止したという。元牧師は最高裁判決後も金沢市の教会で活動、虐待の事実は未だ否認しているが、９月に自主退職した。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　(共同通信社　２００５．１２．１０)

